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「お客さまの声」を
地域の未来に…



不良債権比率は0.42ポイント低下して8.31％となりました。
金融再生法における開示債権のうち正常債権を除く開示額は856億円となり、不良債権比率は8.31%となりました。
たましんの不良債権に対する考え方は、適正な資産査定を行うのはもちろんのこと、お客さまの業況を適正に把握しながら課題を
見出し、ともにその解決を目指すことにあります。今後も、お客さまの業況改善への支援を積極的に行い、さらなる地域貢献を
果たしていく中で、たましんの健全化に努めてまいります。

金利リスクや信用リスクなどの各種リスクの管理を行ったうえで、国内の債券を中心に株式や外国証券等に分散投資した
ポートフォリオを構築し、安定した資金運用を心がけています。預金は934億円増加しましたが、貸出金は100億円減少しました。

預金積金残高は、3月末より934億円増加し2兆3,899億円となりました。個人のお客さまを中心に流動性・定期性ともに伸びています。
貸出金残高については、3月末より100億円減少し、1兆208億円となりました。内訳をみると、事業性のご融資は47億円減少し、
個人のお客さまのご融資は53億円の減少となっています。厳しい環境下にある企業の資金面での課題に応えるとともに、個人の
方の悩みや課題により多く応えられるよう、さらに行動量を増してまいります。

理事長からのごあいさつ

○本誌に掲載している計数は、発表日現在において入手可能な情報に基づいています。また、会計監査人の監査を受けていません。　○本誌では、原則として単位未満 （構成比等の比率については表示した数値未満）を切り捨てのうえ表示しています。従って項目ごとを合計した場合、合計を表示している欄等との数値が一致しない場合があります。

預金積金残高の比較 貸出金残高の比較

業務純益は62億円、当期純利益は28億円となりました。
業務粗利益は、市中金利の低下や貸出金の減少などにより、前年同月比7億円減少の279億円となりました。
業務純益では、システムの移行に伴い経費が増加したことなどにより前年同月比17億円減少の62億円となりました。
また、業務純益から個別貸倒引当金繰入額など臨時損益15億円を控除した経常利益は、前年同月比16億円減少の47億円となり、
当期純利益は前年同月比13億円減少の28億円となりました。

損益の状況

預金・貸出金について

不良債権について
損益について

有価証券について

※1
※2
※3
※4

有価証券の種類別残高は、期末日における取得原価等であり、貸借対照表計上額と異なります。
有価証券の評価差額は、期末日における取得原価等と市場価格等の差額です。
上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。
変動利付国債の時価については、合理的に算定された価額をもって評価しています。
これにより市場価格をもって評価した場合に比べ、有価証券の評価差額はそれぞれ9億円（平成24年3月末）、10億円（平成24年12月末）増加しています。

※1
※2

本計数は、発表日現在において入手可能な情報に基づいています。
本資料に掲載している計数は、会計監査人の監査を受けていません。

資金運用については、国内の債券を中心に安定した運用を心がけ、
保有有価証券の評価益は132億円となりました。

たましんの平成24年12月期の不良債権は856億円ですが、このうちの81.37％は担保・保証や貸倒引当金によって保全
されています。残りの18.62％にあたる159億円についても、自己資本により、100％カバーされています。

債権総額の比較と内訳

※1
※2
※3

債権残高は、倒産・延滞や決算期の到来等の事象の発生の都度、実施された自己査定結果に基づいています。
自己査定で無価値または回収不能と判断された債権については部分直接償却予定額として、平成24年12月期の「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」から、22億円を控除しています。
要管理債権の残高はありません。

有価証券の種類別残高内訳 有価証券の評価差額の推移
（平成24年12月末現在）

理事長

日頃より〈たましん〉をご愛顧いただき、ありがとうございます。平成25年1月4日、〈たましん〉
は信金共同事務センター事業組合の新オンラインシステムへ移行しました。移行に伴う事前
手続きやATMの休止など、お客さまには大変ご不便をおかけいたしました。移行後もこれまで
以上に地域の発展とお客さまの暮らしの安定に向けた活動を続けてまいります。さて、平成24年
4月から12月までの活動内容やその結果について記載した「たましんレポート」2012年12月期
ができましたのでご報告いたします。引き続きご愛顧のほどよろしくお願い申し上げます。
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※個人事業者向け消費者ローン・住宅ローン等の消費資金を含んでいます。
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たましんトピックス

平成24年1月に連携協力協定を結んだ首都
大学東京と、11月、多摩の魅力発信講座2012
『大学と地域金融
機関のコミュニティ
との関わり』を開催
し、約100名が参加
しました。

12月発行版（4半期）h1-4

お仕事やくらし、地域社会のそばに、いつもたましんがいます。

※RISURUはたましんのイメージキャラクターです。Ⓒ2003,2012 SANRIO CO.,LTD. APPROVAL NO. G532527

講座開催

たましんレポート
2012年12月期
多摩信用金庫
〒190-8681
東京都立川市曙町2丁目8番28号
TEL:（042）526-1111（大代表）
http://www.tamashin.jp

発行：平成25年2月

本誌に関するお問い合わせは

お客さま照会センター
フリーダイヤル：0120-187-329
たましんホームページでも本誌やたましんに
関するご意見を承っております。

この印刷物は、NPO法人カ
ラーユニバーサルデザイ
ン機構により色覚の個人差
を問わず、多くの方に見や
すく配慮されたデザイン
（カラーユニバーサルデザ
イン）として認証されました。

中小企業経営力強化支援法
に基づき、財務省関東財務局
と経済産業省関東経済産業局
から中小企業の経営革新等
を支援する機関として認定
を受けました。

中小企業の活性化に向けた取り組み

◆経営革新等支援機関の認定

平成24年10月、電気通信大学、首都大学東京、
明星大学、東京工業高等専門学校と連携し、介護・
リハビリ等をテーマとした研究シーズの発表会を
開催しました。

◆福祉関連機器の産学連携による事業化促進

多摩地域で活躍する事業者の優れた技術・製品や
新しいビジネスモデルを顕彰する制度「多摩ブルー・
グリーン賞」は10回目を迎え、受賞企業は延べ120社
となりました。最優秀賞には、医用電子血圧計を開発
した「株式会社志成データム（技術・製品部門）」と、公的
住宅をリノベーションした「たなべ物産株式会社（経営
部門）」の授賞を決定
しました。これまでの
受賞企業を中心に企業
相互訪問や情報交換
を行い、多摩地域への
貢献活動に向けた連携
が深まりました。

◆第10回多摩ブルー・グリーン賞表彰式の実施

平成25年1月、〈たましん〉はより一層
安心をお届けできる金融機関を目指し、
これまでの自営オンラインシステムから、
全国の信用金庫の約9割が加盟する
「信金共同事務センター事業組合」の
システムへ移行しました。

たましんからのお知らせ

◆新オンラインシステムへ

お客さまの様々なニーズに応えるため、平成
24年11月より、個人のセカンドライフに向けた
自助努力年金として「5年ごと利差配当付個人
年金保険」（引受保険会社：東京海上日動あんしん生命
保険株式会社）の取扱いを開始しました。

豊かな暮らしづくりのために

◆個人年金保険のラインアップの充実

多摩地域のアマチュアゴルファーNo.1を
決定する「多摩コミュニティカップアマチュア
ゴルフトーナメント（愛称：多摩カップ）」には、
2,127名が参加しました。地区大会、最終予選
大 会 を 経 て 、
124名の方々が
平成24年12月
の 決 勝大会に
おいて熱 戦を
繰り広げました。

◆多摩カップ決勝大会の開催

創立70周年事業にて誕生した「RISURU」を
幅広い層に知ってもらうため、全国の地域限定
キャラクターが競う「ゆるキャラグランプリ2012」
にエントリーしました。また、スマートフォン対応
の一環でゲーム「ドングリをためよう！」を公開
しました。

◆たましんオリジナルキャラクター「RISURU」

表彰式

◆多摩の魅力発信講座の開催

決勝大会

スマートフォン
対応ゲーム

認定式


